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岡の歴史小説観が、その実作においていかに生かされ、あるいは新たな困難に逢着しているかを分析して
いることから、本論全体にあってのハイライト・シーンを形成している箇所として読めた。すなわち、『天
誅組』の分析にあたっては、小説の最初と最後に置かれた［島津久光の率兵上京］と［小笠原図書頭の率
兵上京］という事件の叙述方法、『堺港攘夷始末』の分析にあたってはこの事件の背後に存在する政治力
学―慶応四年当時の新政府と西欧列強との外交関係―の作品への取り込み方にそれぞれ注目し、いわゆる
世に言う歴史的事件を「総括的な判断」で括っていったり、単一な平面図に回収していく叙述を批判し得
る力が大岡の歴史記述には備わっていることを明らかにしている。さらに、両作の主人公に位置づけられ
る人物の造形上の特質にも目を向け、彼らに対して自身が抱いた特別な感情と、それだけをもっては律し
きれない「修史家の地下作業」が積み上げてきた歴史の厳然たる事実とが抗争する隘路の中を無限動力機
械のように辿っていこうとする大岡の創作姿勢を浮かび上がらせている。「完結」や「終り」というもの
のない歴史のありようを自らの書くという行為を通して証明していく、大岡の作家としての真骨頂に限り
なく近づいた見解が示されていて高く評価できる。
もっとも、本論に問題点がないわけではない。論証過程は緻密であるのに、結論を出す段階になると
「多面体としての歴史」のような使い勝手のよい言葉を繰り返し用いたり、歴史と文学との相互影響や相
互侵犯の形があってはじめて使える「歴史／文学のボーダレス化」という用語を、そうした概念規定を暖
昧にしたまま用いている。また、第五章の『花影』論は、その題材が大岡の個人史に由来しているが故に
歴史小説の一ヴァリエーションとして論じる価値があるとの断りを付けて始められるのだが、制作順から
すれば「『蒼き狼』論争」以前に書かれているので、本来なら本論の冒頭に持ってこなければならない『花
影』論を第五章の位置に据えた問題も含めて、女主人公「葉子」の単一な生のありようを検証したにとど
まるその論旨は、第四章まで推し進めてきた大岡の歴史小説に対する肯定的な評価に水を差してしまうよ
うにも読めてしまうし、第六章の遺稿『二極対立の時代を生き続けたいたわしさ』の扱いに関しても、そ
れが「昭和天皇」論の性格を帯びているが故に本論のモチーフと連絡する考察がなされていることは認め
られても、やや性急な結論で終わっているという印象を受ける。さらには、いかにして歴史の真実は描き
得るのかという作家的命題の前に自らを曝し続けていく原点ともなる自身の戦争体験を反映させた『俘虜
記』についての考察のなかったことや、こちらの方は本論の何箇所かでそれについての問題関心は示しな
がらも、やはり『レイテ戦記』と真正面から取り組む作業が後日の課題となったことも惜しまれる。
このように作家研究・作品研究どちらのレベルから見ても、尾添氏が今後取り組んでいかねばならない
課題は多く残されている。しかし、その点を勘案しても、歴史小説に関して大岡が抱いていた戦闘的な問
題意識とその実践形態についてのほぼ全体的な展望を提示し得た本論文は、博士論文の水準をクリアーし
たものとして評価できる。また、本論には入れられなかったが、尾添氏は、戦前の神戸にあった日仏合弁
事業の帝国酸素株式会社に勤めていた経験を生かして大岡が書いた『酸素』を、神戸という都市の歴史に
関わる小説として読み解くという視点から取り上げて、いわゆる神戸モダニズムのイメージに揺さぶりを
かける「海軍都市」神戸の位相を析出してみせた論考をほぼ完成させ、『人文論究』第六一巻第一号への
投稿を予定していることを付言しておく。本論文審査委員名は、論文の審査、並びに2011年月21日に
実施した口頭試問と公開発表会の結果から、尾添陽平氏が本論文によって博士（文学）の学位を受けるに
値すると評価したので、ここに報告いたします。
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